
民間養成機関の学生向け奨学金事業の概要

１．奨学金運営主体
（一社）航空機操縦士育英会（新設）が奨学金
事業を運営
構成員は２．の民間養成機関（私立大学等）

２．参加民間養成機関
私立大学：桜美林大学、東海大学、崇城大学、

千葉科学大学
専門学校：日本航空大学校
訓練事業者：新日本航空（株）

３．協力エアライン
ＡＮＡホールディングス(株)

日本航空（株）

参加
民間養成機関

立替払実施企業
（オリコ）

⑥返済
卒業後10年間で返済

【奨学金運営主体（新設）】
（一社）航空機操縦士育英会

①応募

民間養成機関
の学生

②応募者の審査・
育英会へ推薦

⑤学生に代わり、
訓練費の立替払

協力エアライン
（ANA、JAL）

③債務保証等
に係る手数料
の支払

④奨学生の通知・債務保証
等に係る手数料の支払

１／２１／２

参加民間養成機関
により構成

４．貸与人数
当面、１学年あたり25名程度
（１民間養成機関あたり3～5名程度）

５．貸与額等
１人当たり500万円を1～3回に分けて貸与
返済期間は卒業後10年

６．債務保証等に係る手数料
１人当たり約60万円
これを参加民間養成機関と協力エアラインで折半

７．運用開始時期
平成30年度
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